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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 17,108 △1.8 89 △20.8 △87 ― △239 ―
24年3月期第3四半期 17,414 △1.3 113 ― △426 ― △595 ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 △258百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 △473百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 △17.11 ―
24年3月期第3四半期 △42.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 17,246 1,666 8.7 107.69
24年3月期 18,608 1,925 9.5 126.95
（参考） 自己資本  25年3月期第3四半期  1,504百万円 24年3月期  1,774百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,500 4.0 500 △0.6 200 ― 65 ― 4.65



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信(添付資料)４ページ（３）「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
（四半期決算補足説明資料の入手方法） 
四半期決算補足説明資料については、平成25年２月中旬に当社ホームページに掲載する予定です。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 13,976,000 株 24年3月期 13,976,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 1,382 株 24年3月期 1,382 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 13,974,618 株 24年3月期3Q 13,974,618 株
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当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧米の景気は顕著な改善が見られず、近年世界経済

の牽引役であった中国を中心とした新興国におきましても景気減速の傾向が継続するなど、厳しい状況

が続きました。 

 わが国経済におきましては、復興需要等を背景に景気は緩やかな回復基調にあり、政権交代に伴う景

気浮揚策への期待から円安・株高が進み、本格的な景気回復への期待感が高まってまいりました。しか

しながら、世界経済の停滞や近隣国との関係悪化は企業活動に悪影響を及ぼし、またデフレ経済による

内需の縮小は依然として解消できておらず、先行きは非常に不透明であります。 

 プリント配線板業界におきましては、上半期は政府の経済対策の効果等により一部の分野は堅調に推

移したものの、当第３四半期以降は世界経済の減速や近隣国との関係悪化の影響が多くの分野に波及し

たことにより、総じて厳しい状況となりました。 

このような状況のなか当社グループは、プリント配線板事業におきましては、国内営業では需要が堅

調なカーエレクトロニクス関連やホームアプライアンス関連を中心に受注の確保を図り、その他各分野

からの受注獲得についても懸命に取り組みました。海外営業では北米・アジア新興国向けに需要が堅調

なカーエレクトロニクス関連やアジア市場で需要が好調な通信・事務機器関連を中心に活動を展開いた

しました。生産活動におきましては、国内外において製造力強化活動を継続展開し、労働生産性向上を

はじめとした生産体制の強化を図るとともに、品質向上及び各種固定費削減活動も推進いたしました。

プリント配線板外観検査機事業におきましては、両面同時撮像式検査機を中心に中国・台湾への販売

強化を継続するとともに、高密度(HDI)基板等にも検査の幅を広げた新型の両面式自動外観検査機の販

売を開始いたしました。また、プリント配線板メーカーの生産効率向上につながるソリューション提案

の体制も整え、販売先の拡充を図りました。透明フレキシブル基板や銅ピン挿入基板等の新商品につき

ましては、新たな市場と顧客の開拓に引き続き注力いたしました。 

このような取り組みの結果、プリント配線板外観検査機事業は堅調に推移したものの、プリント配線

板事業におきましては、世界的な景気縮小や近隣国との関係悪化の影響が大きく国内外とも厳しい受注

環境となったことから、当第３四半期連結累計期間における売上高は17,108百万円となり、前年同期比

では305百万円（1.8％）の減収となりました。営業損益につきましては、売上高の減収に伴い89百万円

の営業利益となり、前年同期比では23百万円（20.8％）の減益となりました。 

一方、経常損益につきましては、支払利息の増加はあったものの、前年同期に発生していた為替差損

が当第３四半期連結累計期間では為替差益に転じたことや持分法による投資損失が改善したことなどに

より、前年同期比では338百万円改善となる87百万円の経常損失となりました。 

 四半期純損益につきましては、税金費用の増加はありましたが営業外損益の改善により、前年同期比

では356百万円改善となる239百万円の四半期純損失となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。なお、セグメントの売上高にはセグメント間の

内部売上高又は振替高が含まれております。 

プリント配線板事業につきましては、上半期は政府の経済対策の効果によりカーエレクトロニクス

関連を中心に堅調に推移いたしましたが、当第３四半期以降は世界的な景気縮小や近隣国との関係悪

化の影響等により国内外とも厳しい受注環境となったことから、売上高は16,402百万円となり、前年

同期比では413百万円（2.5％）の減収となりました。損益につきましては、売上高の減収により56百

万円の営業損失となり、前年同期比では54百万円の減益となりました。 

プリント配線板外観検査機事業につきましては、中国や台湾を中心にアジア方面から安定した受注

が継続したことなどから売上高は703百万円となり、前年同期比では143百万円（25.7％）の増収とな

りました。損益につきましては、売上高の増収効果により116百万円の営業利益となり、前年同期比

では31百万円（37.7％）の増益となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、17,246百万円（前連結会計年度末比1,361百万円減）

となりました。その内訳は、流動資産が8,172百万円（前連結会計年度末比1,111百万円減）、固定資

産が9,073百万円（前連結会計年度末比250百万円減）であり、主な増減要因は次のとおりでありま

す。流動資産につきましては、現金及び預金が110百万円、製品が185百万円増加しましたが、受取手

形及び売掛金が1,424百万円減少したことによるものです。固定資産につきましては、投資その他の

資産は128百万円増加しましたが、減価償却の実施等により有形固定資産が365百万円、無形固定資産

が13百万円減少したことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、15,579百万円（前連結会計年度末比1,103百万円減）

となりました。その内訳は、流動負債が10,063百万円（前連結会計年度末比78百万円増）、固定負債

が5,516百万円（前連結会計年度末比1,181百万円減）であり、主な増減要因は次のとおりでありま

す。流動負債は、支払手形及び買掛金が371百万円、１年内返済予定の長期借入金が207百万円、未払

法人税等が50百万円減少しましたが、短期借入金が716百万円増加したことによるものであります。

固定負債は、返済の実施により長期借入金が1,071百万円減少したことによるものであります。  

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、1,666百万円（前連結会計年度末比258百万円減）と

なりました。主な増減要因は、四半期純損失を239百万円計上したことにより、利益剰余金が239百万

円減少したことによるものであります。 

  

（プリント配線板事業）

（プリント配線板外観検査機事業）

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

（負債）

（純資産）
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当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は1,541百万円となり、前

年同期比では95百万円増加いたしました。 

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,169百万円の獲得と

なり、前年同期比では782百万円の獲得増加となりました。その主な増減要因は、当第３四半期連結

累計期間は、仕入債務の増減額が373百万円減少したことにより資金流出増となりましたが、税金等

調整前四半期純損失が372百万円改善したことや、売上債権の増減額が1,662百万円増加したこと及

び為替差損が137百万円減少したことにより、資金流出が減少したことによるものであります。 

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、303百万円の流出とな

り、前年同期比では66百万円の流出減少となりました。その主な増減要因は、当第３四半期連結累

計期間では有形固定資産の取得による支出が170百万円減少したことや、定期預金の払戻による収入

が100百万円あったことによるものです。 

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、651百万円の支出とな

り、前年同期比では562百万円流出増加となりました。その主な増減要因は、当第３四半期連結累計

期間には短期借入金の純増減額が685百万円増加しましたが、長期借入れによる収入が1,241百万円

減少したことや、長期借入金の返済による支出が４百万円増加したことによるものであります。 

  

平成24年５月14日に公表いたしました連結及び個別業績予想につきましては、依然として国内・海外

の景気や為替の動向が不透明であることから、現時点におきましては修正せず据え置いております。 

 今後、業績予想を見直す必要が生じた場合は、速やかに公表させていただきます。         

  

(キャッシュ・フローの状況の分析)

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

会計方針の変更 

(減価償却方法の変更) 

国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。こ

の変更に伴い、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は１百万円増加し、経常

損失及び税金等調整前四半期純損失が１百万円それぞれ減少しております。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,891 2,001

受取手形及び売掛金 5,285 3,861

製品 976 1,162

仕掛品 391 380

原材料及び貯蔵品 318 323

繰延税金資産 83 90

その他 337 354

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,283 8,172

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,488 3,309

機械装置及び運搬具（純額） 1,999 1,849

その他（純額） 2,059 2,022

有形固定資産合計 7,547 7,181

無形固定資産 200 187

投資その他の資産 1,576 1,704

固定資産合計 9,324 9,073

資産合計 18,608 17,246
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,532 3,160

短期借入金 3,684 4,401

1年内返済予定の長期借入金 1,868 1,660

未払法人税等 99 49

賞与引当金 106 69

その他 693 722

流動負債合計 9,985 10,063

固定負債

長期借入金 5,589 4,517

退職給付引当金 662 657

資産除去債務 132 133

その他 313 206

固定負債合計 6,697 5,516

負債合計 16,683 15,579

純資産の部

株主資本

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 1,476 1,476

利益剰余金 △947 △1,186

自己株式 △0 △0

株主資本合計 1,890 1,651

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2 △11

為替換算調整勘定 △114 △135

その他の包括利益累計額合計 △116 △146

少数株主持分 150 161

純資産合計 1,925 1,666

負債純資産合計 18,608 17,246
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

売上高 17,414 17,108

売上原価 14,814 14,612

売上総利益 2,600 2,495

販売費及び一般管理費 2,486 2,406

営業利益 113 89

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 4 3

仕入割引 15 13

為替差益 － 34

その他 16 39

営業外収益合計 37 94

営業外費用

支払利息 214 224

為替差損 249 －

持分法による投資損失 90 29

その他 23 17

営業外費用合計 578 271

経常損失（△） △426 △87

特別利益

固定資産売却益 6 0

特別利益合計 6 0

特別損失

固定資産廃棄損 2 1

投資有価証券評価損 42 －

会員権評価損 － 3

特別損失合計 44 4

税金等調整前四半期純損失（△） △464 △92

法人税、住民税及び事業税 33 112

法人税等調整額 90 23

法人税等合計 123 136

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △588 △228

少数株主利益 7 10

四半期純損失（△） △595 △239
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

少数株主利益 7 10

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △588 △228

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12 △9

為替換算調整勘定 102 △22

持分法適用会社に対する持分相当額 25 1

その他の包括利益合計 115 △30

四半期包括利益 △473 △258

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △480 △269

少数株主に係る四半期包括利益 7 10
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △464 △92

減価償却費 586 571

リース資産減損勘定の取崩額 △25 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） △54 △36

退職給付引当金の増減額（△は減少） △0 △4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 1

受取利息及び受取配当金 △5 △6

支払利息 214 224

為替差損益（△は益） 193 55

固定資産売却損益（△は益） △6 △0

固定資産廃棄損 2 1

投資有価証券評価損益（△は益） 42 －

会員権評価損 － 3

持分法による投資損益（△は益） 90 29

売上債権の増減額（△は増加） △243 1,419

たな卸資産の増減額（△は増加） △79 △182

仕入債務の増減額（△は減少） 8 △365

未払消費税等の増減額（△は減少） 93 63

その他 241 △129

小計 591 1,548

利息及び配当金の受取額 5 6

利息の支払額 △219 △225

法人税等の支払額 △49 △159

法人税等の還付額 58 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 387 1,169

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 100

有形固定資産の取得による支出 △387 △217

有形固定資産の売却による収入 1 1

無形固定資産の取得による支出 △11 △6

無形固定資産の売却による収入 6 －

投資有価証券の取得による支出 △10 △7

保険積立金の解約による収入 － 3

その他 32 △176

投資活動によるキャッシュ・フロー △370 △303

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 32 717

長期借入れによる収入 1,281 40

長期借入金の返済による支出 △1,356 △1,360

リース債務の返済による支出 △44 △48

少数株主への配当金の支払額 △2 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △88 △651
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △90 210

現金及び現金同等物の期首残高 1,536 1,331

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,446 1,541
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 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業及び人材派

遣・業務請負を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額40百万円には、セグメント間取引消去が含まれておりま

す。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っ

ております。 

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 (単位：百万円) 

 
(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業及び人材派

遣・業務請負を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額24百万円には、セグメント間取引消去が含まれておりま

す。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っ

ております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額 
(注)３

プリント 
配線板事業

プリント配線板
外観検査機事業

計 
 

売上高

外部顧客への
売上高

16,815 555 17,370 43 17,414 ― 17,414

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 4 4 318 323 △323 ―

計 16,815 559 17,375 362 17,737 △323 17,414

セグメント利益 
又は損失(△)

△1 84 83 △10 72 40 113

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額 
(注)３

プリント 
配線板事業

プリント配線板
外観検査機事業

計 
 

売上高

外部顧客への
売上高

16,402 654 17,056 51 17,108 ― 17,108

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 48 48 350 399 △399 ―

計 16,402 703 17,105 402 17,507 △399 17,108

セグメント利益 
又は損失(△)

△56 116 60 4 65 24 89
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（減価償却方法の変更） 

「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、国内連結子会社

が、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更したため、報告セグメ

ントの減価償却方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。この変更により、

従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「プリント配線板事業」のセグメント損失

が１百万円減少しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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